
事
故
時
の
安
全
の
た
め
の

移
送
先
あ
る
の
か

■
規
制
庁

プ
ー
ル
の
水

の
漏
洩
や
水
位
低
下
に
つ

い
て
放
射
線
遮
へ
い
や
水

の
補
給
な
ど
で
対
策
し
て

い
る
。
火
山
事
象
に
つ
い
て

災
害
発
生
の
可
能
性
は
低

い
。（
移
送
先
、
言
及
せ
ず
）

□
岩
手
の
会

今
の
答
は
納

得
出
来
な
い
。
約
三
〇
〇
〇

㌧
の
使
用
済
み
核
燃
料
プ

ー
ル
に
つ
い
て
、
非
常
時
移

送
先
が
な
い
と
い
う
事
は

大
変
危
険
な
こ
と
で
あ
る
。

使
用
済
み
核
燃
料
と
高
レ

ベ
ル
廃
液
の
セ
シ
ウ
ム
１
３

７

と
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

の
量
は
い
く
ら
か
？

■
経
産
省

核
燃
料
に
つ

い
て
測
定
デ
ー
タ
は
な
い
。

高
レ
ベ
ル
廃
液
に
つ
い
て

は
企
業
の
運
転
情
報
で
あ

り
非
公
開
で
あ
る
。

□
岩
手
の
会

ア
ク
テ
ィ
ブ

試
験
で
使
用
済
み
核
燃
料

を
四
二
五
㌧
切
り
刻
ん
だ

の
だ
が
そ
の
濃
度
デ
ー
タ

（
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

と
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０
）
が
な
い
。

ま
た
、
出
来
た
高
レ
ベ
ル
廃

液
や
ガ
ラ
ス
固
化
体
中
の

放
射
能
デ
ー
タ
も
な
い
、
あ

る
い
は
公
表
出
来
な
い
と

の
答
。
何
の
た
め
に
ア
ク
テ

ィ
ブ
試
験
を
行
な
っ
た
の

か
？

◆
規
制
庁

福
島
４
号
炉

の
教
訓
か
ら
プ
ー
ル
の
堅

牢
性
は
十
分
確
保
す
る
。

◇
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会

海
に
流
す
放
射
能

デ
ー
タ
に
つ
い
て
日
本
原

燃
に
行
っ
て
聞
い
た
ら
国

策
だ
か
ら
国
に
聞
い
て
く

れ
と
言
わ
れ
た
。

◇
市
民
か
ら

デ
ー
タ
の

公
表
が
出
来
な
い
法
的
根

拠
が
あ
る
の
か
？

◆
経
産
省

法
的
根
拠
は
な

い
。
事
業
者
の
判
断
で
あ
る
。

周
辺
自
治
体
の
避
難
計
画

は
、
予
防
的
防
護
措
置
準
備

区
域
（
Ｐ
Ａ
Ｚ
）
は
「
な
し
」
。

緊
急
時
防
護
措
置
準
備
区

域
（
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
は
「
五
㌔
圏
」
、

と
い
う
原
燃
案
を
規
制
基

準
と
し
て
承
認
し
た
理
由

は
な
に
か
？

■
規
制
庁

外
部
専
門
家
に
よ
る
「
六

ヶ
所
工
場
ハ
ザ
ー
ド
評
価
」

を
も
と
に
規
制
委
員
会
専

門
家
チ
ー
ム
の
評
価
に
よ

っ
て
「
Ｐ
Ａ
Ｚ
」
は
な
し
、

「
Ｕ
Ｐ
Ｚ
」
は
五
㌔
圏
内
と

し
た
。

◇
市
民
側
（
岩
手
の
会
）

避
難
区
域
が
原
発
よ
り

狭
い
。
最
近
の
マ
ス
コ
ミ
記

事
に
「
再
処
理
工
場
の
蓄
積

放
射
能
は
原
発
よ
り
少
な

い
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
規

制
庁
も
そ
う
思
っ
て
い
る

の
か
？

◆
規
制
庁

そ
の
よ
う
な

議
論
は
し
て
い
な
い
。

◇
岩
手
の
会

重
大
事
故

は
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を

公
表
し
て
、
住
民
避
難
の
計

画
を
立
て
る
。
原
燃
の
い
う

「
ハ
ザ
ー
ド
評
価
」
と
は
、

３
・
１
１
事
故
前
の
、
事
業

計
画
時
の
も
の
だ
と
思
う
。

六
ヶ
所
工
場
に
は
「
重
大
事

故
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は

な
い
と
い
う
こ
と
か
。

◇
市
民
か
ら

避
難
準
備

が
た
っ
た
五
㌔
圏
内
と
い

う
の
は
常
識
で
は
考
え
ら

れ
な
い
。
ロ
シ
ア
・
マ
ヤ
ー

ク
再
処
理
工
場
の
事
故
で

は
三
〇
〇
㌔
先
ま
で
ス
ト

ロ
ン
チ
ウ
ム
９
０

で
汚
染

さ
れ
た
。

◇
市
民
（
岩
手
）

日
本
は

山
道
が
多
く
、
逃
げ
る
に
し

て
も
五
㌔
が
せ
い
ぜ
い
。
平

原
の
多
い
ロ
シ
ア
や
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
は
異
な
る
。

◇
市
民
（
青
森
県
）
三
〇
年

前
科
学
技
術
庁
の
担
当
者

は
「
工
場
は
全
然
危
な
く
な

い
。
事
故
な
ど
あ
り
得
な

い
」
と
青
森
県
内
を
宣
伝
し

て
歩
い
た
。
そ
れ
が
今
は

「
避
難
計
画
」
を
立
て
て
い

る
。

◇
市
民
（
岩
手
の
会
）

規
制
委
員
会
が
新
基
準

と
し
て
決
め
た
「
再
処
理
工

場
大
規
模
損
壊
時
の
Ｕ
Ｐ

Ｚ
の
放
射
線
量
」
を
教
え
て

ほ
し
い
。

◆
原
子
力
規
制
庁

現
在
、

詳
細
は
把
握
し
て
い
な
い
。

◇
市
民
（
岩
手
の
会
）

損
壊
時
の
放
射
線
量
も

把
握
し
な
い
で
、
避
難
計
画

が
立
て
ら
れ
る
の
か
？

ト
リ
チ
ウ
ム
や
ク
リ
プ
ト

ン
８
５

の
環
境
放
出
は
や

め
て
ほ
し
い
。

■
規
制
庁
、
経
産
省

原
子

炉
等
規
制
法
に
よ
り
再
処

理
工
場
か
ら
の
気
体
、
排
水
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の
放
射
能
濃
度
を
排
出
形

態
に
応
じ
て
規
制
値
を
設

け
、
事
業
者
か
ら
報
告
を
受

け
て
い
る
。

環
境
の
核
種
毎
の
放
射
性

物
質
規
制
値
を
法
令
化
す

る
べ
き
だ

■
環
境
省

環
境
基
準
に

つ
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
な
ど
の

規
制
方
法
を
参
考
に
検
討

し
て
い
る
。
「
原
子
炉
等
規

制
法
」
に
よ
る
発
生
源
規
制

で
十
分
で
あ
る
と
考
え
、

「
大
気
汚
染
防
止
法
」
等
の

よ
う
な
、
核
種
毎
の
放
射
性

物
質
の
規
制
値
は
必
要
な

い
と
考
え
て
い
る
。

□
岩
手
の
会

結
局
ト
リ

チ
ウ
ム
、
ク
リ
プ
ト
ン
は
全

量
放
出
と
な
る
。
六
ヶ
所
工

場
事
業
計
画
で
は
、
除
去
装

置
の
設
計
図
が
あ
っ
た
。
出

来
な
い
わ
け
は
な
い
。
環
境

法
を
改
正
し
た
の
に
「
放
射

能
核
種
ご
と
環
境
基
準
」
を

決
め
な
い
の
は
全
く
お
か

し
い
。

◇
市
民

映
画
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
を
や
っ
て
い
る
。
英

国
原
子
力
公
社
は
一
九
八

五
年
に
再
処
理
周
辺
の
三

万
九
〇
〇
〇
人
の
疫
学
調

査
を
行
っ
た
が
、
前
立
腺
が

ん
が
全
国
平
均
値
の
八
・

八
四
倍
で
あ
っ
た
。
ト
リ
チ

ウ
ム
を
出
す
再
処
理
は
や

っ
て
は
ダ
メ
だ
。

◇
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会

土
壌
汚
染
対
策
法

か
ら
「
放
射
性
物
質
は
除

く
」
を
そ
の
ま
ま
に
す
る
理

由
は
何
か
？

◆
環
境
省

除
く
と
決
め

た
わ
け
で
は
な
く
、
去
年
ま

で
「
検
討
中
」
で
こ
れ
か
ら

結
論
を
出
す
。

原
燃
報
告
へ
の
疑
念
が
あ

る
。
一
つ
は
ト
リ
チ
ウ
ム
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
、
も
う
一
つ
は

ガ
ラ
ス
固
化
体
と
廃
液
中

の
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

量
の

収
支
に
矛
盾
が
あ
る
、
ど
う

し
て
か
？

■
原
子
力
規
制
庁

モ
ニ

タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
原

子
炉
等
規
制
法
に
よ
り
再

処
理
工
場
の
海
洋
放
出
口

付
近
で
定
期
的
に
測
定
し

て
い
る
。
ガ
ラ
ス
固
化
に
つ

い
て
は
洗
浄
作
業
で
絶
え

ず
高
レ
ベ
ル
廃
液
が
作
ら

れ
て
い
る
。
規
定
通
り
と
判

断
し
て
い
る
。

□
岩
手
の
会

ト
リ
チ
ウ

ム
が
、
六
ヶ
所
工
場
の
海
洋

放
出
口
付
近
か
ら
は
検
出

さ
れ
ず
、
近
接
す
る
東
北
電

力
東
通
原
発
付
近
の
海
か

ら
は
三
回
も
検
出
さ
れ
た
。

ま
た
、
六
ヶ
所
工
場
の
ガ
ラ

ス
固
化
報
告
で
は
、
二
〇
一

三
年
か
ら
一
五
年
に
か
け

て
ガ
ラ
ス
固
化
体
が
二
五

本
作
ら
れ
た
の
に
、
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
液
の
貯
蔵
量

が
約
二
〇
二
立
方
㍍
か
ら

二
二
三
立
方
㍍
に
増
え
た
。

そ
し
て
、
そ
の
廃
液
の
セ
シ

ウ
ム
１
３
７
の
放
射
能
量
は

減
ら
ず
、
二
年
経
っ
て
も
五

二
〇
ペ
タ
ベ
ク
レ
ル
と
全

く
同
じ
値
で
あ
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
疑
わ
し
い
報
告
だ
。

◇
岩
手
の
会

ア
ク
テ
ィ

ブ
試
験
第
五
ス
テ
ッ
プ
の

報
告
書
は
だ
さ
れ
た
の
か
。

試
験
全
体
の
評
価
は
？
。

◆
原
子
力
規
制
庁

「
ガ
ラ

ス
固
化
試
験
報
告
書
」
が
提

出
さ
れ
た
が
、
再
処
理
新
基

準
に
よ
る
「
適
合
審
査
」
が

優
先
開
始
さ
れ
、
ガ
ラ
ス
固

化
報
告
書
は
審
査
し
て
い

な
い
。
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
試
験

終
了
報
告
書
」
が
審
査
さ
れ

る
が
、
確
定
し
て
い
る
わ
け

で
は
な
い
。

原
発
の
「
コ
ア
・
キ
ャ
ッ
チ

ャ
ー
」
に
あ
た
る
重
大
事
故

時
の
最
後
の
防
護
が
あ
る

の
か
。

■
原
子
力
規
制
庁

高
レ

ベ
ル
廃
液
が
多
重
、
連
鎖
的

に
事
故
に
見
舞
わ
れ
た
場

合
を
想
定
し
、
例
え
ば
、
大

容
量
泡
放
出
装
置
な
ど
放

射
能
抑
制
装
置
な
ど
考
え

た
い
。

◇
岩
手
の
会

結
局
六
ヶ

所
工
場
に
も
、
東
海
工
場
に

も
重
大
事
故
発
生
時
の
最

終
的
安
全
装
置
「
コ
ア
・
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
」
に
相
当
す
る

も
の
は
な
い
と
い
う
こ
と

か
。
無
い
な
ら
、
撤
退
す
る

し
か
な
い
。

基
準
地
震
動
七
〇
〇
ガ
ル

で
は
安
全
と
言
え
な
い

■
原
子
力
規
制
庁

岩
手

宮
城
地
震
の
「
四
〇
二
二
ガ

ル
」
は
地
表
で
の
測
定
値
で

あ
り
、
六
ヶ
所
工
場
の
基
準

地
震
動
は
よ
り
深
い
「
固
い

岩
盤
」
で
の
値
で
あ
る
。
単

純
比
較
出
来
な
い
。

◇
岩
手
の
会

四
〇
二
二

ガ
ル
の
時
そ
の
地
下
の
固

い
岩
盤
で
の
値
は
い
く
ら

だ
っ
た
の
か
？

石
油
備
蓄
基
地
が
火
災
の

と
き
延
焼
し
な
い
か
？

■
原
子
力
規
制
庁

石
油

基
地
や
森
林
火
災
に
つ
い

て
防
火
壁
な
ど
十
分
な
体

制
に
あ
る
。

□
岩
手
の
会

高
圧
電
線

の
被
覆
な
ど
大
丈
夫
か
？

東
海
再
処
理
工
場
は
高
レ

ベ
ル
廃
液
を
一
二
年
半
か

け
て
ゼ
ロ
と
す
る
計
画
を

立
て
た
。
六
ヶ
所
工
場
も
ゼ

ロ
を
め
ざ
し
、
全
て
ガ
ラ
ス

固
化
せ
よ
。

■
原
子
力
規
制
庁

工
場

の
稼
働
を
め
ざ
す
六
ヶ
所

工
場
の
運
営
計
画
に
は
「
廃

液
ゼ
ロ
」
の
規
定
は
な
い
。

一
昨
年
夏
の
落
雷
事
故
の

経
験
を
ど
の
よ
う
に
生
か

し
た
の
か

■
原
子
力
規
制
庁
落
雷
事

故
の
復
旧
時
間
は
蒸
発
乾

固
ま
で
に
は
十
分
間
に
合

う
作
業
手
順
で
あ
る
。
過
去

に
発
生
し
た
落
雷
事
象
か

ら
避
雷
は
二
七
〇
㌔
ア
ン

ペ
ア
で
妥
当
で
あ
る
。
報
告

書
確
認
審
査
を
続
け
施
設

点
検
を
十
分
行
っ
た
。

◇
市
民
（
青
森
）
か
ら
：
原

発
事
故
時
に
出
さ
れ
た
「
原

子
力
災
害
緊
急
事
態
宣
言
」

は
解
除
さ
れ
た
の
か
。

◆
原
子
力
規
制
庁

解
除

さ
れ
て
い
な
い
。

再
処
理
施
設
安
全
審
査
意

見
交
換
会
の
記
事
を
動
画
を

再
生
し
な
が
ら
ま
と
め
た
。

正
確
で
簡
略
な
記
事
に
す
る

の
に
苦
心
し
た
。
◆
意
見
交

換
会
は
国
会
議
員
会
館
会
議

室
で
行
わ
れ
た
が
、
本
当
は
、

六
ヶ
所
工
場
や
東
海
工
場
の

見
え
る
よ
う
な
場
所
で
や
れ

ば
も
っ
と
問
題
の
本
質
に
迫

れ
る
と
思
う
。
そ
ん
な
意
味

で
本
号
冒
頭
の
よ
う
な
組
み

合
わ
せ
写
真
を
作
っ
て
み
た
。

総
理
大
臣
も
国
会
議
員
も
再

処
理
工
場
を
も
っ
と
訪
れ
る

べ
き
だ
。
◆
そ
れ
に
し
て
も

再
処
理
工
場
の
安
全
問
題
は

実
に
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の
高
レ

ベ
ル
放
射
性
廃
液
は
約
二
〇

二
立
方
㍍
、
セ
シ
ウ
ム
１
３
７

で
推
定
し
約
五
二
〇
ペ
タ
ベ

ク
レ
ル
（
２
０
１
３
年
）
。
東
海

再
処
理
工
場
に
も
約
三
九
四

立
方
㍍
あ
り
、
そ
の
ガ
ラ
ス

固
化
に
は
あ
と
十
二
年
半
か

か
る
と
い
う
。
こ
の
間
に
大

事
故
の
危
険
は
な
い
の
か
。

◆
日
本
の
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
保

有
に
つ
い
て
米
政
府
筋
に
は

核
拡
散
の
観
点
か
ら
危
惧
を

抱
い
て
い
る
人
々
が
多
数
い

る
と
い
う
。
再
処
理
工
場
は

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
を
製
造
す
る

工
場
で
あ
る
。
使
い
道
は
プ

ル
サ
ー
マ
ル
発
電
と
言
う
が

原
爆
に
も
転
用
出
来
る
（
尚
）


